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　平城京は、中心を南北に貫く朱雀大路を境に
東を「左京」、西を「右京」と呼び、東西方向と、
南北方向の道路で、碁盤の目のように区画され
ています。京内には、貴族や役人の宅地、寺院
などが展開します。なかでも一坪を超えるよう
な大規模な宅地は五条大路以北に集中する傾向
がある一方、五条大路以南では小規模な宅地割
が多いということが、周辺の調査により明らか
となってきました。
　また、平成 �� 年度 (����) から平成 �� 年度
（����）にかけて実施された大型店舗建設に伴う
事前の発掘調査以降、平城京と同じような条坊
が九条大路より南へ一条分広がっていたことが
明らかになり、平城京南方遺跡と呼称されてい
ます。
　今回の調査は、京奈和自動車道大和北道路建
設事業に伴うもので、今年度は５か所の発掘調
査区を設定しました。今回は、��・�� 区および
��区の調査成果について報告します。

発掘調査の成果
➀　八条大路　�� 区北端では、東西方向の溝を
確認しました。これは周辺の地割などから八条
大路の南側溝と考えられます。南側溝は古段階
と新段階の二時期に大別できます。古段階は、
幅約�.�ｍ、検出長約��ｍ、深さ約��㎝の規模で、
掘り直した後の新段階は、幅約 �.�ｍ、検出長約
��ｍ、深さ ��～ �� ㎝です。
　八条大路は、検出幅約 �.�ｍ、検出長約 ��ｍ
です。周辺の発掘調査から、調査区の東側には
かつて川が流れていたことがわかっており、調
査区周辺はこの川近くの軟弱な土地に位置して
いました。この地盤に盛土をして、その上に道
路がつくられていました。盛土中から出土した
軒平瓦から、その施工時期は、早くとも天平年
間（���－���）の初頭以降と考えられます。
　八条大路上では細い溝を複数確認しています。
これは轍（わだち）痕跡だと考えられます。轍の
幅は �～ ��㎝で、轍同士の間隔は �.� ～ �.�ｍ
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です。一部の轍痕跡の上部には一定範囲で砂が
敷かれた痕跡が認められ、これは道路を維持す
るための補修であった可能性があります。轍痕
跡から、盛土をしても道路はぬかるみやすい状
態であった可能性がうかがえます。
　八条大路の南側も同じように盛土をして宅地
を造成していました。しかし、検出した遺構は
まばらで掘立柱建物や井戸、土地を区画する溝
などが見つかっていません。そのため、掘立柱
建物などの遺構が密集するような宅地とは異な
り、地盤が悪いためか、積極的な宅地利用が行
われなかったのではないかと考えられます。
➁　「十条」条間北小路（※）　�� 区南半では、東
西方向の２条の溝を確認しました。その位置は
周辺の調査成果を踏まえると、「十条」条間北小
路の南北両側溝推定線上に一致し、２条の溝は
「十条」条間北小路の南北両側溝と判断されます。
北側溝は幅約 �.�ｍ、検出長約 �.�ｍ、深さ約 ��
㎝です。南側溝は幅約 �.�ｍ、検出長約 �.�ｍ、
深さ約 �� ㎝です。両側溝の間隔は約 �.�ｍで、
�� 大尺（�.���ｍ×��＝�.��ｍ）に近い数字と
なります。北側溝幅が南側溝幅より広いこと、
両側溝の間隔が �� 大尺に近似することは、いず
れも周辺の調査と同様の成果となります。この
ほか、「十条」条間北小路以北で土坑などを検出
しましたが、遺構は少なく、土地利用は限定的
であったことがうかがえます。
※　「十条」の呼称については賛否があるため、ここではかぎ括弧付きで
表記しました。

まとめ
　以上の調査成果から、平城京における条坊道
路が奈良時代の初めに一律に施工されたもので
はなく、場所によっては遷都よりも遅れて施工
された可能性が想定されます。また、宅地のた
めに整備された土地であっても、必ずしも利用
が積極的ではなかった実態が明らかとなりまし
た。このように今回の調査では、平城京の京南
辺域における造営過程や土地利用を考察するた
めの重要な成果を得ることができました。
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